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　教採突破講座に参加したＡさん。専門部の先
輩からて

いねいなアドバイスを受けました。まとめの
会で「ぜ

ひ、組合に入っていっしょにがんばりましょう
！」とい

う呼びかけに心を動かされ加入を決意しました
。

　元組合員のＢさんは知人に職場での悩みを相
談しまし

た。本部に電話をかけ組合加入となりました。

　この間、ＨＰに加入申し込みが届いています
。権利問

題でのＨＰ閲覧も増えています。

　加入の理由はさまざまです。教育への介入・
支配を許

さず教職員の要求を実現するために運動をすす
める大阪

市教の存在を知らせ、加入をすすめましょう
。まず１

人、声をかけ仲間を増やしましょう！

教採突破講座の場で教採突破講座の場で
組合加入組合加入

⃝女性部総会⃝女性部総会
　６月27日（土）13時30分
⃝わくわくひろば⃝わくわくひろば
　７月18日（土）13時30分

大阪市教育会館東館

第
97
回
大
阪
メ
ー

デ
ー
＝
５
月
１
日

　

大
阪
市
教
定
期
大
会

が
５
月
16
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
平
和
を
壊
す

な
、
憲
法
守
れ
の
国
民

運
動
が
広
が
る
も
と

で
、
教
え
子
を
再
び
戦

場
に
送
る
な
！
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
掲
げ
た
運
動

方
針
を
決
定
し
ま
し

た
。
討
論
に
は
支
部
・

専
門
部
10
人
が
参
加

し
、「
組
合
員
の
熱
い
思

い
を
感
じ
た
」「
発
言

か
ら
学
び
と
元
気
を
も

ら
っ
た
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

女
性
部
は
、
多
忙
化

で
疲
弊
す
る
実
態
を
報

告
し
、
生
理
休
暇
を
３

ぎ
が
困
難
な
現
状
も
発

言
。「
学
習
会
や
交
流

会
な
ど
、
集
え
る
場
を

今
後
も
大
切
に
し
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

港
支
部
は
、
若
手
教

員
へ
の
パ
ワ
ハ
ラ
を
報

告
。
背
景
に
人
手
不
足

や
評
価
制
度
に
よ
る
分

断
が
あ
る
と
指
摘
。

「
校
長
も
数
値
目
標
で

管
理
さ
れ
て
い
る
。
職

場
で
互
い
の
良
さ
を
認

め
合
い
組
合
で
広
い
視

　

自
己
責
任
や
自
助
が

求
め
ら
れ
る
な
か
で
孤

独
を
抱
え
る
保
護
者
と

つ
な
が
り
、
そ
の
切
実

　

市
労
組
連
は
５
月
25

日
、
夏
季
要
求
書
に
対

す
る
回
答
交
渉
を
行
い

ま
し
た
。
夏
季
手
当
２

・
３
２
５
月
（
期
末
１

・
２
６
２
５
、
勤
勉
１

・
０
６
２
５
）
を
６
月

30
日
に
支
給
。
会
計
年

度
任
用
職
員
も
同
じ
２

・
３
２
５
月
。
再
任
用

職
員
１
・
２
２
５
月
。

　

円
安
に
よ
る
物
価
高

騰
、
イ
ラ
ン
攻
撃
に
端

を
発
す
る
値
上
げ
ラ
ッ

シ
ュ
の
も
と
で
教
職
員

の
暮
ら
し
を
助
け
る
手

立
て
を
市
労
組
連
は
求

め
て
い
ま
し
た
。

　

回
答
は
例
年
と
変
わ

ら
ず
到
底
納
得
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
再
任
用
職
員
の
月

数
が
正
規
職
員
の
半
分

で
あ
る
こ
と
に
怒
り
の

声
が
上
が
り
ま
し
た
。

夏
季
休
暇
拡
大
の
回
答

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

市
労
組
連
は
５
月
27

日
定
期
大
会
を
開
き

（
写
真
）
年
間
方
針
、

賃
上
げ
を
求
め
る
人
事

院
勧
告
期
の
た
た
か

い
、
大
阪
市
廃
止
が
テ

ー
マ
の
「
３
度
目
の
住

民
投
票
」
を
許
さ
な
い

た
た
か
い
の
意
思
統
一

を
行
い
ま
し
た
。

れ
、
暴
力
の
増
加
が
社

会
問
題
化
。
デ
ジ
タ
ル

ツ
ー
ル
に
は
学
習
や
睡

眠
、
集
中
力
へ
悪
影
響

も
科
学
的
研
究
で
指
摘

さ
れ
て
お
り
、
世
界
で

は
ア
ナ
ロ
グ
教
育
へ
回

帰
す
る
動
き
も
あ
る
。

教
育
の
デ
ジ
タ
ル
統
制

の
動
き
に
警
戒
し
、
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

発
達
、
確
か
な
学
力
、

豊
か
な
人
格
形
成
を
重

視
し
た
教
育
を
。
情
報

の
真
偽
を
見
極
め
、
平

和
を
守
る
主
権
者
と
し

て
成
長
で
き
る
よ
う
、

共
に
議
論
を
深
め
よ
う

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

給
食
の
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
の
問
題
、
職
場
で

の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
へ
の
対
応
で
の
発
言

も
あ
り
ま
し
た
。

ォ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い

（
写
真
）「
三
度
目
の

住
民
投
票
を
許
す
な
！

対
話
の
た
め
の
ニ
ュ
ー

ス
」を
発
行
し
、市
民
対

話
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

戦
前
の
43
年
東
京
市

を
廃
止
し
東
京
都
と
し

た
の
は
戦
争
国
家
を
支

え
る
自
治
体
づ
く
り
で

す
。
円
安
に
よ
る
物
価

高
騰
、
イ
ラ
ン
情
勢
に

よ
る
物
資
不
足
に
よ
り

市
民
生
活
が
大
変
で

す
。

　

戦
争
反
対
、
地
方
自

治
守
れ
、
大
阪
市
を
こ

わ
す
な
の
取
り
組
み
を

強
め
て
い
ま
す
。

　

大
阪
市
の
廃
止
の
是

非
を
問
う
３
度
目
の
住

民
投
票
の
実
施
を
目
指

す
法
定
協
議
会
設
置
議

案
が
、
５
月
27
日
の
市

会
本
会
議
で
維
新
の
会

の
み
の
賛
成
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

「
副
首
都
・
大
阪
に

ふ
さ
わ
し
い
大
都
市
制

度
が
大
阪
都
の
実
現

だ
」
と
い
う
主
張
が
繰

り
返
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
何
の
関
係
も
あ
り

ま
せ
ん
。
市
民
を
複
雑

な
２
つ
の
制
度
問
題
で

混
乱
さ
せ
、
ゴ
マ
カ
ス

こ
と
で
３
度
目
の
住
民

投
票
を
賛
成
多
数
に
導

こ
う
と
し
て
お
り
ま
さ

に
ペ
テ
ン
で
す
。

　

大
阪
市
が
今
と
り
く

む
べ
き
は
、「
副
首
都

構
想
」
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
大
阪
市
を
よ
く
す

る
会
は
大
規
模
開
発
ウ

の
発
言
も
。
ま
た
、

「
ぞ
う
れ
っ
し
ゃ
が
や

っ
て
き
た
」
の
合
唱
劇

実
践
を
き
っ
か
け
に
作

者
と
交
流
が
生
ま
れ
た

こ
と
も
紹
介
し
ま
し

た
。

　

東
南
支
部
か
ら
は
、

「
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
」「
小
さ
な
関
わ
り
」

な
声
を
届
け
る
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
報

告
し
ま
し
た
。「
み
ん

な
の
思
い
を
つ
な
ぎ
、

支
え
合
い
な
が
ら
、
子

ど
も
が
全
面
的
に
発
達

で
き
る
教
育
の
実
現

を
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

北
大
阪
支
部
は
、
サ

マ
ー
フ
ェ
ス
タ
や
平
和

の
集
い
な
ど
の
活
動
を

報
告
。
敦
賀
訪
問
や
被

爆
者
の
話
を
通
じ
て
平

和
の
大
切
さ
を
学
ん
だ

こ
と
を
報
告
。
ま
た
、

「
国
内
で
進
む
戦
争
準

備
の
動
き
に
不
安
と
警

戒
を
抱
い
て
い
る
」
と

を
モ
ッ
ト
ー
に
し
た
職

場
訪
問
や
「
お
つ
か
レ

イ
ン
ボ
ー
」、「
松
屋
町

ツ
ア
ー
」、「
新
年
会
」

な
ど
の
取
り
組
み
を
紹

介
。
組
合
員
以
外
の
参

加
も
あ
り
、
様
々
な
意

見
を
交
流
で
き
た
と
報

告
し
、「
学
び
合
い
、

支
え
合
い
、
語
り
合
う

こ
と
を
大
切
に
、
他
支

部
と
も
交
流
を
進
め
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

次
期
学
習
指
導
要
領

に
関
し
、
デ
ジ
タ
ル
教

育
の
進
展
に
よ
る
問
題

を
報
告
。
乳
幼
児
期
か

ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

触
れ
る
機
会
が
増
え
、

コ
ロ
ナ
禍
以
降
は
学
校

で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用

が
強
制
的
に
進
ん
だ
結

果
、
落
ち
着
い
て
話
を

聞
け
な
い
、
文
字
を
丁

寧
に
書
け
な
い
子
ど
も

の
増
加
を
指
摘
。「
心

の
天
気
」
は
、
内
心
の

自
由
を
脅
か
す
恐
れ
が

あ
る
と
の
懸
念
も
。
海

外
で
は
デ
ジ
タ
ル
教
育

導
入
後
、
読
書
量
や
学

力
の
低
下
、
教
師
の
指

導
力
低
下
、
学
校
の
荒

野
を
持
っ
て
闘
う
こ
と

が
大
切
」「
組
合
が
大

切
に
し
て
き
た
民
主
主

義
や
子
ど
も
観
を
伝
え

て
い
き
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　

障
害
児
教
育
部
は
、

分
断
を
持
ち
込
む
学
級

担
任
手
当
問
題
で
、
交

渉
の
結
果
「
給
料
を
減

額
し
な
い
」「
学
級
担

任
手
当
を
設
け
な
い
」

と
い
う
結
論
に
至
り
、

「
全
国
に
誇
れ
る
成
果

だ
」
と
強
調
。
幼
稚
園

教
諭
の
教
職
調
整
額
引

き
上
げ
除
外
、
新
た
な

職
導
入
に
よ
る
管
理
統

制
強
化
へ
の
懸
念
も
表

明
し
ま
し
た
。

日
に
戻
す
必
要
性
を
訴

え
ま
し
た
。
ま
た
、
小

さ
い
子
ど
も
は
体
調
を

崩
し
や
す
く
、「
子
の

看
護
休
暇
５
日
で
は
足

り
な
い
」
と
指
摘
。

「
テ
レ
ワ
ー
ク
活
用
な

ど
健
康
に
働
き
続
け
ら

れ
る
職
場
づ
く
り
広
げ

た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

臨
時
教
職
員
部
の
青

年
は
、
採
用
試
験
が
３

月
か
ら
始
ま
り
、
任
用

が
不
明
な
ま
ま
出
願
を

迫
ら
れ
る
実
態
を
報

告
。
長
時
間
労
働
で
心

身
と
も
に
疲
弊
す
る

中
、「
非
正
規
教
員
な

し
で
は
現
場
は
成
り
立

た
な
い
」
と
採
用
制
度

と
定
数
改
善
を
訴
え
ま

し
た
。

　

青
年
部
は
、
交
渉
で

効
果
検
証
授
業
を
年
３

回
か
ら
２
回
へ
削
減
し

た
成
果
を
報
告
。
一

方
、
多
忙
化
や
ラ
イ
フ

イ
ベ
ン
ト
で
、
青
年
部

活
動
の
継
続
や
引
き
継

今
も
続
く
う
め
き
た

工
事
。
地
下
駅
か
ら

な
に
わ
筋
線
で
Ｊ
Ｒ

・
南
海
新
難
波
へ　

発言から学びと元気
教え子を再び戦場に送るな！

大阪市教定期大会大阪市教定期大会

３
度
目

３
度
目
住
民
投
票
許
す
な

大
阪
市
こ
わ
す
な

デ
ジ
タ
ル
教
育
で

学
力
低
下
、
荒
れ

夏
季
手
当
２
・
３
２
５
月 

６
月
30
日

再
任
用
職
員
の
月
数
増
を

市労組連


